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【
加
入
実
績
】

令
和
元
年
度
上
半
期
の
加
入
実
績
は
、
漁
業
共
済
・
地
域
共
済
の
共
済
金
額
合
計
で
、

七
百
二
十
二
億
二
千
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
対
し
て
、
十
二
億
三
千
万
円
減
少
し
ま
し

た
。そ

の
主
な
内
訳
と
し
て
、
漁
獲
共
済
で
は
、
漁
船
漁
業
で
小
型
合
併
（
ひ
や
ま
・
え
さ
ん

漁
協
）、
さ
ん
ま
棒
受
網
（
歯
舞
・
稚
内
機
船
漁
協
）、
一
般
刺
し
網
（
松
前
さ
く
ら
漁
協
）、

い
か
釣
り
（
小
樽
機
船
・
岩
内
郡
・
島
牧
・
ひ
や
ま
・
松
前
さ
く
ら
漁
協
）、
一
般
敷
網
（
日

高
中
央
・
広
尾
・
大
樹
・
厚
岸
・
落
石
・
歯
舞
・
根
室
・
根
室
湾
中
部
）、
中
型
合
併
（
ひ

や
ま
漁
協
）
と
、
定
置
漁
業
で
も
、
小
型
定
置
（
島
牧
・
雄
武
漁
協
）
で
新
規
加
入
が
図
ら

れ
た
他
、
秋
さ
け
定
置
を
始
め
各
漁
種
で
契
約
割
合
の
引
上
げ
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
秋
さ

け
定
置
、
大
型
定
置
の
継
続
契
約
等
に
お
い
て
漁
業
環
境
の
影
響
に
よ
り
近
年
水
揚
が
落
ち

込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
共
済
限
度
額
が
低
下
し
、
全
体
で
は
九
億
六
千
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

特
定
養
殖
共
済
で
も
、
ほ
た
て
貝
等
養
殖
業
で
契
約
割
合
の
引
上
げ
が
一
部
で
図
ら
れ
ま

し
た
が
、
同
様
に
共
済
限
度
額
が
低
下
し
、
五
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

漁
業
施
設
共
済
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
導
入
さ
れ
た
割
引
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
、

さ
け
定
置
漁
具
の
普
及
推
進
に
取
組
ん
だ
結
果
、
新
規
加
入
（
余
市
郡
・
斜
里
第
一
漁
協
）

が
あ
り
、
二
億
三
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
積
立
ぷ
ら
す
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
強
度
資
源
管
理
タ
イ
プ
の
特
例
措
置
が
昨
年
同
様

に
適
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
定
置
漁
業
を
中
心
に
前
年
同
期
に
比
べ
る
と
九
億
三
千
万
円
増

加
し
、
漁
業
者
積
立
申
込
金
額
で
五
十
億
五
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

『
令
和
元
年
度
上
半
期
加
入
・
支
払
実
績
ま
と
ま
る
』
！

加
入
金
額
は
前
年
同
期
比
二
％
減
少
、
共
済
金
は
一
億
八
千
万
円
増
で
推
移

　　　　　　　令和元年度　ぎょさい・積立ぷらす　引受実績表（９月末）
金額単位： 億円

共済金額 積立金額 共済金額 積立金額 共済金額 積立金額

１ 号漁業 － － － － － － 

漁船漁業 192.3 6.3 181.8 5.5 10.5 0.8 

定置漁業 400.0 39.9 420.1 31.3 △ 20.1 8.6 

計 592.3 46.2 601.9 36.8 △  9.6 9.4 

藻　 　 類 － － － － － － 

72.0 4.3 77.0 4.4 △  5.0 △ 0.1 

計 72.0 4.3 77.0 4.4 △  5.0 △ 0.1 

養殖施設 2.7 2.7 0.0 

定 置 網 49.5 47.2 2.3 

計 52.2 49.9 2.3 

716.5 50.5 728.8 41.2 △ 12.3 9.3 

5.7 5.7 0.0 

722.2 50.5 734.5 41.2 △ 12.3 9.3 

（注） 共済金額は漁業共済、 積立金額は積立ぷら すの漁業者積立申込金額である。

　　　　　　　令和元年度　ぎょさい・積立ぷらす　支払実績表（９月末） 金額単位： 億円

共済金 積立払戻 共済金 積立払戻 共済金 積立払戻

１ 号漁業 0.37 1.44 4.90 △ 1.43 △ 4.53

漁船漁業 16.23 9.78 13.35 3.30 2.88

定置漁業 1.32 0.69 0.73 △  0.15 0.59

計 17.92 11.91 18.98 1.72 △ 1.06

藻　 　 類 0.09 0.01 0.11 0.01 △ 0.02

貝 類 等 0.17 0.07 0.09 0.03 0.08

計 0.26 0.08 0.20 0.04 0.06

養殖施設 0.06 0.00 

定 置 網 － 0.03 

計 0.06 0.03 

18.18 12.05 19.18 1.79 △ 1.00

18.18 12.05 19.18 1.79 △ 1.00

（注） 共済金は漁業共済、 積立払戻は積立ぷら すの払戻補てん金（ 漁業者＋国） である。
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【
加
入
速
報
】

十
一
月
の
責
任
開
始
で
え
り
も
漁
協
の
小
型
合
併
（
４
ト
ン
未
満
）
が
新
規
加
入
と
な

り
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
明
け
に
は
、
一
号
漁
業
の
こ
ん
ぶ
を
と
る
漁
業
や
各
種
漁
船
漁
業
が
加
入
時
期
を
迎

え
ま
す
が
、
ぎ
ょ
さ
い
と
積
立
ぷ
ら
す
と
の
セ
ッ
ト
加
入
を
引
き
続
き
推
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
支
払
実
績
】

本
年
度
の
上
半
期
の
共
済
金
支
払
は
、
漁
業
共
済
で
十
三
億
八
千
四
百
万
円
の
支
払
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
を
前
年
同
期
と
比
べ
る
と
、
漁
獲
共
済
で
は
、
一
号
漁
業
の
こ
ん
ぶ
を

と
る
漁
業
で
一
億
四
千
三
百
万
円
、
定
置
漁
業
で
一
千
五
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
漁

船
漁
業
の
か
に
籠
、
ほ
た
て
貝
桁
網
や
、
一
般
底
び
き
網
漁
業
等
で
三
億
三
千
万
円
増
加

し
た
た
め
、
合
計
で
は
一
億
七
千
二
百
万
円
増
加
し
、
十
三
億
六
千
三
百
万
円
の
支
払
と

な
り
ま
し
た
。

特
定
養
殖
共
済
で
は
、
藻
類
・
貝
類
等
の
合
計
で
四
百
万
円
増
加
し
、
一
千
二
百
万
円
、

漁
業
施
設
共
済
で
は
、
さ
け
定
置
漁
具
で
三
百
万
円
増
加
し
、
九
百
万
円
の
支
払
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
積
立
ぷ
ら
す
の
払
戻
補
填
金
（
漁
業
者
＋
国
）
は
、
十
八
億
一
千
八
百
万
円
と

な
り
、
前
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
漁
獲
共
済
で
は
、
漁
船
漁
業
等
で
増
加
し
ま
し
た
が
、

こ
ん
ぶ
を
と
る
漁
業
で
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
か
ら
一
億
六
百
万
円
減
少
し
、
特
定
養
殖

共
済
で
六
百
万
円
増
加
し
た
こ
と
か
ら
全
体
で
一
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　　　　　　　令和元年度　ぎょさい・積立ぷらす　引受実績表（９月末）
金額単位： 億円

共済金額 積立金額 共済金額 積立金額 共済金額 積立金額

１ 号漁業 － － － － － － 

漁船漁業 192.3 6.3 181.8 5.5 10.5 0.8 

定置漁業 400.0 39.9 420.1 31.3 △ 20.1 8.6 

計 592.3 46.2 601.9 36.8 △  9.6 9.4 

藻　 　 類 － － － － － － 

72.0 4.3 77.0 4.4 △  5.0 △ 0.1 

計 72.0 4.3 77.0 4.4 △  5.0 △ 0.1 

養殖施設 2.7 2.7 0.0 

定 置 網 49.5 47.2 2.3 

計 52.2 49.9 2.3 

716.5 50.5 728.8 41.2 △ 12.3 9.3 

5.7 5.7 0.0 

722.2 50.5 734.5 41.2 △ 12.3 9.3 

（注） 共済金額は漁業共済、 積立金額は積立ぷら すの漁業者積立申込金額である。

　　　　　　　令和元年度　ぎょさい・積立ぷらす　支払実績表（９月末） 金額単位： 億円

共済金 積立払戻 共済金 積立払戻 共済金 積立払戻

１ 号漁業 0.37 1.44 4.90 △ 1.43 △ 4.53

漁船漁業 16.23 9.78 13.35 3.30 2.88

定置漁業 1.32 0.69 0.73 △  0.15 0.59

計 17.92 11.91 18.98 1.72 △ 1.06

藻　 　 類 0.09 0.01 0.11 0.01 △ 0.02

貝 類 等 0.17 0.07 0.09 0.03 0.08

計 0.26 0.08 0.20 0.04 0.06

養殖施設 0.06 0.00 

定 置 網 － 0.03 

計 0.06 0.03 

18.18 12.05 19.18 1.79 △ 1.00

18.18 12.05 19.18 1.79 △ 1.00

（注） 共済金は漁業共済、 積立払戻は積立ぷら すの払戻補てん金（ 漁業者＋国） である。
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本
年
十
二
月
以
降
に
見
込
ま
れ
る
主
要
漁
業
の
「
天
然
こ
ん
ぶ
」、「
秋
さ
け
定

置
」、「
ほ
た
て
貝
桁
網
」、「
さ
ん
ま
棒
受
網
」
に
お
け
る
最
大
支
払
額
は
共
済
金

の
合
計
で
約
九
十
八
億
円
、
積
立
ぷ
ら
す
の
合
計
で
約
百
五
十
五
億
円
が
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

【
天
然
こ
ん
ぶ
】

漁
場
環
境
の
変
化
か
ら
こ
ん
ぶ
の
繁
茂
状
況
が
悪
か
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
減

産
と
な
る
見
込
み
で
す
。

本
年
九
月
末
の
販
売
分
に
未
販
売
金
額
を
聞
取
り
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
函
館
・

稚
内
地
区
を
中
心
に
漁
獲
共
済
で
八
億
円
、
積
立
ぷ
ら
す
で
九
億
円
、
合
計
で

十
七
億
円
の
支
払
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

『
今
後
の
共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
支
払
見
込
』

共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
合
わ
せ
て
二
百
五
十
億
円
を
超
え
る
支
払
を
予
定

【
秋
さ
け
定
置
】

全
道
的
な
来
遊
不
振
に
よ
り
漁
獲
数
量
が
減
少
し
、
記
録
的
不
漁
で
あ
っ
た
前

年
を
下
回
る
漁
況
と
な
り
、
日
高
・
釧
路
・
根
室
・
北
見
・
稚
内
地
区
を
中
心
に

漁
獲
共
済
で
六
十
億
円
、
積
立
ぷ
ら
す
で
百
三
十
二
億
円
、
合
計
で
百
九
十
二
億

円
の
支
払
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
ほ
た
て
貝
桁
網
】

時
化
に
よ
る
斃
死
等
に
よ
り
北
見
地
区
を
中
心
に
漁
獲
共
済
で
十
億
円
、
積
立

ぷ
ら
す
で
九
億
円
、
合
計
で
十
九
億
円
の
支
払
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
さ
ん
ま
棒
受
網
】

記
録
的
な
不
漁
に
よ
り
漁
獲
数
量
が
減
少
し
、
漁
獲
共
済
で
二
十
億
円
、
積
立

ぷ
ら
す
で
五
億
円
、
合
計
で
二
十
五
億
円
の
支
払
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
の
早
期
支
払
に
向
け
て
、
適
切
か
つ
迅

速
な
処
理
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
の
手
配
な
ど

関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

﹁
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
に
﹂　
第
十
三
回

平
成
二
十
三
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
漁
業
収

入
安
定
対
策
」（
ぎ
ょ
さ
い
＋
積
立
ぷ
ら
す
）
は
九

年
目
に
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
現
状
を
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
す
る
連
載
の
第
十
三
回
目
は
、
本
年

六
月
か
ら
共
水
連
北
海
道
事
務
所
の
所
長
代
理
に
就

任
し
、「
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
」
北
海
道
推
進

協
議
会
の
委
員
と
な
ら
れ
た
宮
部
一
茂
氏
に
、
支
所

勤
務
で
漁
業
共
済
の
加
入
推
進
に
携
わ
っ
た
経
験
を

踏
ま
え
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

﹁
漁
業
収
入
安
定
対
策
︵
積
立
ぷ
ら
す
︶﹂
の
法
制
化
を
！

共
水
連
北
海
道
事
務
所
　
所
長
代
理
　
宮
部
一
茂

『
沿
岸
漁
業
者
の
生
活
安
定
の
た
め
に
、
漁
協
組
織
に
よ
る
共
済
事
業
を
』
と
い
う

全
国
漁
業
者
の
強
い
要
望
を
背
景
に
、
昭
和
二
十
六
年
に
全
国
水
産
業
協
同
組
合
共

済
会
（
全
水
共
、
現
在
の
共
水
連
）
が
設
立
さ
れ
、
水
産
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
く

漁
協
の
共
済
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
漁
業
者
の
相
互
扶
助
を
基
調
と
す
る
漁
協

に
お
け
る
共
済
事
業
は
、
当
初
は
火
災
共
済
の
一
種
類
の
み
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ

の
後
、
厚
生
共
済
の
実
施
へ
と
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
発
足
当
初
か
ら
全
国

漁
業
者
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
た
の
が
、『
自
然
災
害
等
に
よ
る
不
漁
か
ら
漁
業
経

営
を
守
る
』
た
め
の
共
済
、
所
謂
【
漁
業
共
済
制
度
の
実
現
】
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
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和
二
十
七
年
か
ら
調
査
研
究
に
着
手
、
紆
余
曲
折
の
の
ち
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
全

水
共
で
漁
業
共
済
事
業
の
試
験
実
施
が
開
始
さ
れ
、
制
度
確
立
要
望
の
全
国
漁
民
大

会
な
ど
一
大
運
動
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、
昭
和
三
十
九
年
に
『
漁
業
災
害
補
償
法
』

制
定
、
共
済
組
合
の
設
立
、
事
業
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
根
拠
法
・
組
織
は
明
確
に

区
別
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
漁
業
共
済
組
合
と
共
水
連
は
役
職
員

兼
務
体
制
な
ど
密
接
に
運
営
さ
れ
、
北
海
道
で
は
現
在
で
も
可
能
な
限
り
協
調
体
制

を
維
持
し
、
浜
か
ら
は
『
き
ょ
う
さ
い
』
団
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、

支
所
勤
務
時
は
「
ぎ
ょ
さ
い
」
契
約
の
推
進
・
引
受
・
査
定
事
務
に
多
く
携
わ
り
ま

し
た
。「
ぎ
ょ
さ
い
」
制
度
は
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
、
国
の
災
害
対
策
や
漁
業
振
興

策
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
い
、
共
済
掛
金
に
は
国
の
多
く
の
補
助
が
つ
き

漁
業
者
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
実
際
に
漁
業
者
が
加
入

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
負
担
す
る
掛
金
が
高
額
と
感
じ
ら
れ
た
り
、
ま
た
契
約
割
合

や
共
済
金
支
払
い
時
の
て
ん
補
率
な
ど
、
そ
の
補
償
内
容
に
な
か
な
か
理
解
を
い
た

だ
け
ず
、
義
務
加
入
全
数
の
と
り
ま
と
め
に
も
苦
慮
し
て
お
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

補
償
の
基
礎
と
な
る
『
補
償
水
準
（
共
済
限
度
額
）』
の
算
出
に
あ
た
っ
て
、
近
五

年
間
の
う
ち
最
高
最
低
を
除
く
三
年
間
の
平
均
漁
獲
金
額
に
『
限
度
額
率
』
を
乗
じ

る
と
い
う
計
算
方
法
に
つ
い
て
、
不
満
や
疑
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
加
入
を

躊
躇
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
限
度
額
率
と
い
う
考
え
方
は
、
あ
く
ま
で
も

「
ぎ
ょ
さ
い
」
は
漁
業
再
生
産
に
必
要
な
経
費
相
当
額
を
補
償
す
る
も
の
で
『
漁
業

所
得
を
補
償
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
』
と
い
う
原
則
か
ら
、
漁
業
種
類
に
よ
っ
て

一
定
の
経
費
相
当
割
合
を
予
め
定
め
て
い
ま
す
。（
七
割
～
九
割
）
国
の
災
害
補
償

制
度
と
い
う
主
旨
か
ら
す
る
と
理
解
は
で
き
る
の
で
す
が
、
年
々
漁
獲
金
額
が
減
少

し
て
い
る
場
合
や
、
燃
油
高
騰
な
ど
経
費
割
合
が
増
加
し
て
い
る
場
合
等
、
限
度
額

率
に
よ
っ
て
経
費
相
当
額
に
も
届
か
な
い
補
償
水
準
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
限
度
額

率
の
見
直
し
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。（
利
益
率
は
そ
ん
な
に
高

く
な
い
！
単
純
に
平
均
漁
獲
金
額
を
補
償
し
て
！
な
ど
）「
積
立
ぷ
ら
す
」
は
平
成

二
十
年
に
創
設
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
か
ら
は
現
行
の
収
入
安
定
対
策
事
業
と
し
て

制
度
が
充
実
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
積
立
ぷ
ら
す
」
は
、
ま
さ
に
漁
業
者
の
過
去
か

ら
の
要
望
で
あ
っ
た
「
ぎ
ょ
さ
い
」
で
限
度
額
率
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
な
い
漁
獲
金

額
の
減
収
部
分
が
補
て
ん
さ
れ
、
し
か
も
補
て
ん
部
分
は
漁
業
者
の
積
立
（
掛
捨
て

掛
金
で
は
な
い
）
と
、
積
立
額
の
三
倍
を
国
が
補
て
ん
す
る
制
度
で
す
。（
平
均
漁

獲
金
額
を
全
て
補
て
ん
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
更
に
、
一
階
部
分
で
あ
る

「
ぎ
ょ
さ
い
」
契
約
の
負
担
掛
金
に
も
国
の
追
加
補
助
が
つ
き
ま
す
。
漁
業
者
の
皆

さ
ん
か
ら
不
満
や
要
望
が
あ
っ
た
部
分
が
大
幅
に
改
善
・
実
現
さ
れ
た
内
容
に
な
っ

て
お
り
、「
ぎ
ょ
さ
い
」
の
新
規
加
入
も
着
実
に
増
加
し
、「
積
立
ぷ
ら
す
」
も
多
く

の
漁
業
者
に
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
多
く
の
払
戻
補
て
ん
も
実
際
行
わ
れ
て

い
ま
す
。「
積
立
ぷ
ら
す
」
の
ス
タ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
時
に
共
水
連
札
幌
本
所
に
異
動

と
な
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
隔
世
の
感
も
否
め
ま
せ
ん
が
、
補
償
制
度
の
発
展
と
加

入
者
増
加
は
非
常
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。
た
だ
、
現
行
の
「
積
立
ぷ
ら
す
」
も
一
部

漁
業
に
お
い
て
加
入
要
件
に
課
題
が
あ
っ
た
り
、
何
よ
り
も
未
だ
単
年
の
予
算
事
業

で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
す
。「
積
立
ぷ
ら
す
」
は
「
ぎ
ょ
さ
い
」
の
補
償
水

準
か
ら
補
て
ん
と
な
る
判
定
を
行
っ
て
お
り
、
や
は
り
漁
獲
金
額
の
減
少
が
続
く
状

況
な
ど
は
、
災
害
補
償
法
で
の
「
ぎ
ょ
さ
い
」
に
よ
る
補
償
水
準
の
考
え
方
で
は
課

題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、『
所
得
補
償
制
度
』
と
考
え
る
と
ま
だ
改
善
検
討

す
る
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
ず
は
法
制
化
す
る
こ
と
、
更
に
全
国
の
多
く

の
漁
業
者
に
加
入
い
た
だ
き
制
度
内
容
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
考

え
ま
す
。「
ぎ
ょ
さ
い
」
が
試
験
事
業
と
紆
余
曲
折
を
経
て
法
制
化
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
積
立
ぷ
ら
す
」
も
多
く
の
漁
業
者
に
必
要
と
認
識
さ
れ
た
今
、
法
制
化
を
実
現
し

恒
久
的
に
利
用
さ
れ
る
制
度
と
な
る
べ
く
、
推
進
協
議
会
の
活
動
に
携
わ
る
中
で
そ

の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。


